
6月27日 14:40-16:10

講演タイトル

2024年

木

第９回

主催 豊橋技術科学大学 総合教育院

事前の申し込みは不要です。直接会場（A-114）にお越しください。

お問い合わせ先：liberalarts_tut@las.tut.ac.jp

無料・A-114教室

自己理解としての美学
講演者：峯尾 幸之介 (早稲田大学ほか非常勤講師)

質疑応答

わたしたちはふだん「これは美しい」と思うことがあ
りますが、「美とはなにか？」と問われたら、うまく
答えることができません。「美しい」と思っているの
は、ほかでもなく自分であるのに、とても不思議です。
美学という学問では、この美という不思議について考
えますが、美について考えることは、自分の感性や価
値観を理解することにつながります。この講演では、
哲学者（美学者）たちがどのように美や感性について
考えてきたのか、そして、わたしたちはどのように考
えていくことができるのか、お話したいと思います。
【講演者プロフィール】
1989年神奈川県横須賀市生まれ。2012年早稲田大学国際教養学部卒業、2021年同大学
大学院文学研究科博士後期課程研究指導終了退学、2024年博士号（文学）取得。
早稲田大学文学学術院助手などを経て、現在は早稲田大学ほか非常勤講師。
専門分野は哲学と美学、とくに現象学と現象学的美学。
おもな論文に「美的対象の感情性格について：ミュンヘン学派の現象学にもとづいて」
（『美学』第72巻第1号）など。
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